
１ データの収集・抽出・加工 

（１）データを収集し，必要な分を抽出する。 

①飲料水メーカーのホームページ上にある 

「商品ごとの毎月の売り上げデータ」 

 

②気象庁のホームページ上にある 

「気象に関するデータ」 

最高気温，最低気温，平均気温，湿度， 

雲量，日照時間 

 

 

 

（２）データの加工 

①データを加工し，グラフ化する。 

②グラフ化に際して，Google スプレッドシートを 

用いて「散布図」をつくる 

③散布図から相関係数から相関をよみとる 

④R２などの値を使いグラフを分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【売上と気温の散布図より相関を見る】                【売上と気象の元データを加工】  

 

 

２ まとめ 

（１）考察 

（疑似的に）販売店の店長となり，グラフから「どの商品」を「どの時期」に販売するのかに  

ついて，グループで検討する。 

 

（２）発表 

 Google スライドを使い，学級全体に 

自分たちの考えを発表する。その際， 

データから根拠を示し，相手を説得する。 

 

 

  

 【自分たちの結論をまとめる（サンプル）】  


